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稲 生 会 の ４ 事 業
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稲 生 会 の あ ゆ み
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事務員 ドライバー 介護職 ｱﾛﾏｾﾗﾋﾟｽﾄ

保育士 ＣＬＳ 社会福祉士 管理栄養士

歯科衛生士 言語聴覚士 作業療法士 理学療法士

看護師 歯科医師 医師

（人）

稲生会のあゆみ（職員数）
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0～3歳

6%

3～6歳

19%

6～20歳

36%
20～30歳

21%

30～40歳

11%

40～50歳

3%

50～60歳

2%

60歳以上

2%

訪問診療患者数（年齢別）

平29年2月現在

20歳未満
61％

稲 生 会 の 特 徴

稲生会の患者は６割が20歳未満の小児。

成人も４割を占めますがその大半は60歳未満の

若年障害者で、自立生活を地域で営む当事者で

す。

稲生会が目指す地域包括ケアは高齢者のみなら

ず、医療的ケアを必要としながら地域で生活す

るすべての方々を対象とします。
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ＮＩＶ

61%

ＴＰＰＶ

25%

その他

14%

人工呼吸器利用割合
平成29年2月現在

稲 生 会 の 特 徴

人工呼吸器患者
86％

稲生会の患者の９割近くは

何らかの人工呼吸器を利用しています。

鼻マスク式人工呼吸器(NIV非侵襲的換気療法)は

気管切開を伴わずに呼吸機能を補助することが

可能となります。

小児、そして在宅におけるNIV導入の先駆者として

人工呼吸器を必要とするような重度の疾患を有する

子どもでも自宅で無理なく生活できる環境を整備す

るために、稲生会にできることを模索してきました。

7



8



在宅指導管理料

• 381件 → 406件

– 病院 30施設→30施設 19人→19人

– 外来 58施設→64施設 361人→387人

• 外来387人
– 札幌市 236人（61%）

• うち手稲区113人（29%）

– 旭川地区 44人

– 十勝地区 23人

– 釧路 16人

– 函館地区 15人

その他

14%
旭川地区

11%

十勝地区

6%

釧路

4%函館地区

4%

札幌市

61%

北海道における小児在宅医療の診療状況
NDB  0～14歳のレセプトデータ分析

（平成26～27年度における推移）

手稲区
29％
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• 定期訪問診療
– 全17施設→12施設（うち札幌市5施設）

– 全48人→59人

– 全988件→1330件

※内 手稲区 1180件（89%）

• 往診（外来）
– 全27施設→27施設

– 全212件→319件

※内 手稲区 202件（63%）

• 緊急往診（外来）
– 全3施設→5施設

– 全21件→25件

※内 手稲区 22件（88%）

北海道における小児在宅医療の診療状況
NDB  0～14歳のレセプトデータ分析

（平成26～27年度における推移）
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150
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実施施設数 訪問診療件数 往診件数 緊急往診件数

札幌市 手稲区 その他
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医療



障害福祉
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障害福祉
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教育
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教育
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「地域共生社会」の実現に向けた
重度障害者の大学相当の学習機会を創出するための実践研究

学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業

「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」

重度の肢体不自由を有する障害者、特に日常的に人工呼吸器等の高度な医療的ケア等の支援を必要とする障害者は、高校卒業後の進路が
障害者総合支援法に基づく生活介護事業所等の支援を享受するに限られ、大学進学を目指そうとしてもその実現は難しく、いうまでもな
く高等教育をあきらめざるを得ない状況にある。これまで医療法人稲生会が培ってきた医療/看護/福祉/生涯学習の経験知識を活かし、彼
らの卒後の選択肢として高等教育に相当する学習を提供する際にどのような支援体制を必要とするかを実践に基づき検証する。また、高
等教育に相当する学習を受けた障害者が今後の地域共生社会の実現に資する人材として研究成果の発表等といった活躍の場を広げること
のできる環境を整備する。

みらいつくり大学（仮）

重度肢体不自由者/
医療的ケアを要する肢体不自由者

・プログラムの作成
・シラバスの作成
・講師の選定

・モデル講義の実施
・プログラムの検証

北海道大学 北海道教育庁

事務局特別支援学校藤女子大学

連携協議会

障害当事者団体

諮問
意見の
フィードバック

・成績評価の実施
・卒業認定証の発行

諮問
意見の
フィードバック 諮問

意見の
フィードバック

認定証
の発行

講義へ
の参加

地域共生社会
の実現に資す
る人材の育成

地域共生社会の実現
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